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NYマーケットレポート（2014年 11月 13日) 

NY 市場では、安倍首相が解散・総選挙を決断する共に、消費税の再増税も延期されるとの思惑を背景に、円を売る動きが優勢となり、序

盤のドル円・クロス円は堅調な動きとなった。ただ、ドルは序盤に発表された米新規失業保険申請件数が予想より増加したことを受けて、 
主要通貨に対して売られる場面もあった。その後は、堅調な展開で始まった株価が一時マイナス圏まで下落する動きとなったことを受けて、

円を買い戻す動きが優勢となり、ドル円・クロス円はやや軟調な動きとなる場面もあった。 

 
 (出所：SBILM) 
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NY 市場レポート 
 

欧州タイム 
 

21：00 

≪企業決算≫ 

 

米ウォルマート 

第 3四半期継続事業 1株利益 1.15ドル（予想 1.12ドル） 

 

22：00 
ドル/円 115.56  ユーロ/円 143.95  ユーロ/ドル 1.2457 
 

22：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比  

英 FT100 6620.05 +9.01 ダウ INDEX 
FUTURE 17608 +31  

 

仏 CAC40 4189.28 +9.40 S&P500 
FUTURE 2040.10 +4.20  

 

独 DAX 9259.19 +48.23 NASDAQ 
FUTURE 4205.75 +9.75 

 

 

  (出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

9月ポーランド経常収支 -2億 3500万 EUR（予想 -4億 9100万 EUR・前回 -8億 8700万 EUR） 

前回発表の-9億 8600万 EURから-8億 8700万 EURに修正 

 

9月ポーランド貿易収支 6億 1400万 EUR（予想 3億 6700万 EUR・前回 -6900万 EUR） 

前回発表の-6400万 EURから-6900万 EURに修正 

 
 (出所：ブルームバーグ) 
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 (出所：ブルームバーグ) 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

10月ポーランド消費者物価指数(前月比) 0.0％（予想 0.2%・前回 0.0%） 

10月ポーランド消費者物価指数(前年比) -0.6％（予想 -0.4%・前回 -0.3%） 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 
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22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

新規失業保険申請件数 29.0万件（予想 28.0万件・前回 27.8万件） 

失業保険継続受給者数 239.2万人（予想 234.7万人・前回 235.6万人） 

前回発表の 234.8万人から 235.6万人に修正 

 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 

 

経済指標データ 

≪新規失業保険申請件数・継続受給者数≫ 

       申請件数・・・前週比・・4週移動平均・・受給者数・・受給者比率 

14/11/08・・・290,000・・・+12,000・・・285,000・・・・＊＊＊＊・・・＊＊＊ 

14/11/01・・・278,000・・・-10,000・・・279,000・・・・2,392,000・・・・1.8％ 

14/10/25・・・288,000・・・ +4,000・・・281,250・・・・2,356,000・・・・1.8％ 

14/10/18・・・284,000・・・+18,000・・・281,250・・・・2,387,000・・・・1.8％ 

14/10/11・・・266,000・・・-21,000・・・284,000・・・・2,355,000・・・・1.8％ 

14/10/04・・・287,000・・・ -1,000・・・287,750・・・・2,389,000・・・・1.8％ 

14/09/27・・・288,000・・・ -7,000・・・295,000・・・・2,382,000・・・・1.8％ 

14/09/20・・・295,000・・・+14,000・・・299,000・・・・2,402,000・・・・1.8％ 

14/09/13・・・281,000・・・-35,000・・・299,750・・・・2,442,000・・・・1.8％ 

14/09/06・・・316,000・・・+12,000・・・304,250・・・・2,432,000・・・・1.8％ 

受給者数は集計が 1週間遅れる 
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22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

9月カナダ新築住宅価格指数（前月比） 0.1％（予想 0.2%・前回 0.3%） 

9月カナダ新築住宅価格指数（前年比） 1.6％（予想 1.7%・前回 1.5%） 

 

 

≪ NY外国為替市場 序盤 ≫ 

 

序盤の外国為替市場は、新規材料に乏しく、小動きの展開で始まった。序盤に発表された米失業保険申請件数が市場予想をやや

上回ったものの、相場への影響は限定的だった。 

 

 

23：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17640.46 +28.26 

ナスダック 4683.22 +8.08 

     (出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

0：01 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

9月米 JOLT労働調査[求人件数]  473.5万件（予想 480.0万件・前回 485.3万件） 

前回発表の 483.5万件から 485.3万件に修正 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 

 

 

0：30 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、小売り大手の好決算を受けて、米景気の堅調な回復が続くとの見方から、主要株価は堅調な動きとなった。

また、今後本格化する年末商戦で、消費が盛り上がることへの期待も支援材料となった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動き

となり、一時前日比 89ドル高まで上昇し、取引時間中の史上最高値を更新した。 
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1：00 

≪EIA米週間在庫統計≫ 

 

原油在庫・・・・174万バレル減少 

ガソリン在庫・・180万バレル増加 

留出油在庫・・・280万バレル減少 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）米失業保険申請件数は、前週比+1.2万件の 29.0万件となり、市場予想の 28.0万件を上回る結果となり、9月 20日までの

週以来の高水準となった。申請件数の 4週移動平均は、前週比+0.6万件の 28.5万件。また、集計が 1週遅れる失業保険継続受給

者数は、前週比+3.6万件の 239.2万件となり、9月 20日までの週以来の高水準となった。受給者総数の 4週移動平均は、前週比

+750人の 237万 2500人となった。受給者比率は、前週から横ばいの 1.8％となった。 

 

（2）9月の米求人件数は、474万件に減少したものの、2001年 1月以降で最も多かった前月の 485万件に次ぐ水準だった。自己

都合による離職者は約 275万人と、前月の 251万人から増加。離職率は 2％に上昇し、2008年 4月以来の高水準となった。全雇

用者における新規雇用者の比率は 3.6％に上昇し、2007年 12月以来の高水準となった。前回の景気拡大期における同比率の平均

は 3.8％。9月に新たに雇用された労働者は 503万人で、前月の 474 万人から増加した。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6635.45 +24.41 
仏 CAC40 4187.95 +8.07 
独 DAX 9248.51 +37.55 

ストック欧州 600 指数 335.86 +0.77 
ユーロファースト 300 指数 1346.56 +3.15 
スペイン IBEX35 指数 10140.40 -16.90 

イタリア FTSE MIB 指数 18782.55 +80.31 
南ア アフリカ全株指数 50588.40 +213.55 

 (出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、欧州の企業業績の先行き期待を背景に主要株価は堅調な動きとなった。また、米国株が堅調な動きとなったこ

とも投資家心理を下支える要因となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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2：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17638.36（+26.16）、 S&P500 2038.03（-0.22）、 ナスダック 4677.36（+2.22) 

 

 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、米失業保険申請数が市場予想以上に増えたことで、米景気の先行き期待が後退して、安全資産

とされる米国債の買いが先行した。ただ、買い一巡後は、30年物国債入札を控えて持ち高調整の売りも広がり、相場は伸び悩ん

だ。   

 

午前の利回りは、30年債が 3.09％（前日 3.10％）、10年債が 2.36％（2.37％）、7年債が 2.04％（2.07％）、5年債が 1.63％

（1.65％）、3年債が 0.98％（1.00％）、2年債が 0.53％（0.54％）。 

 

 

2：30 

≪ 要人発言 ≫ 

プロッサー・フィラデルフィア連銀総裁 

 

・「中立金利という概念の調整は慎重に」 

・「中立金利想定レンジを当局示すのは有益」 

 

 

3：00 

≪米財務省 30年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・・3.092％（前回 3.074％） 

最低落札利回り・・・・・2.950％（前回 2.970％） 

最高利回り落札比率・・・ 85.89％（前回 94.39％） 

応札倍率・・・・・・・・ 2.29倍（前回 2.40倍） 

 

 

4：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

10月米財政収支 -1217億 USD（予想 -1140億 USD・前回 1058億 USD） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

4：30 

NY金は、中心限月が前日比 2.40ドル高の 1オンス＝1161.50ドルで取引を終了した。 
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5：10 

NY原油は、中心限月が前日比 2.97ドル安の 1バレル＝74.21ドルで取引を終了した。 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1161.50 +2.40 

NY 原油 74.21 -2.97 
 (出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪ NY金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、ドルがユーロなどに対して下落したのにつれて、ドルの代替資産とされる金を買う動きが優勢となった。ただ、米国

の早期利上げへの警戒感からの売りも出やすく、上値は限定的となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

≪ NY原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、OPEC（石油輸出国機構）が今月の総会で減産に踏み切ることはないとの見方に加え、米石油在庫統計で WTI原油の

引き渡し地点となる米オクラホマ州クッシングの原油在庫が増加し、国内の生産量も増加したことから、世界的な供給過剰への

警戒感が強まった。終値ベースでは、2010年 9月以来、約 4年 2ヵ月ぶりの安値水準となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17652.79 +40.59 17705.48 17583.88 

S&P500 種 2039.33 +1.08 2046.18 2030.44 

ナスダック 4680.14 +5.01 4703.11 4664.27 
 (出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、小売り大手の好決算を受けて、米景気の堅調な回復が続くとの見方から、主要株価は堅調な動きとなった。また、

今後本格化する年末商戦で、消費が盛り上がることへの期待も支援材料となった。しかし、原油価格の下落などからエネルギー

関連や金融セクターの株価が売られ、主要株価はマイナス圏まで下落する場面もあった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動き

となり、一時前日比 93ドル高まで上昇し、取引時間中の史上最高値を更新した。しかし、その後は上げ幅を縮小し、マイナス圏

まで下げる場面もあった。   

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 115.76  115.83  115.32  
EUR/JPY 144.42  144.59  143.75  
GBP/JPY 181.86  182.32  181.55  
AUD/JPY 100.89  101.19  100.73  
NZD/JPY 91.28  91.59  91.14  
EUR/USD 1.2477  1.2492  1.2451  
AUD/USD 0.8715  0.8755  0.8709  

 (出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤は、堅調な株価動向や、日本の解散・総選挙に加えて増税先送りされるとの思惑から円を売る動きが優勢

となり、序盤のドル円・クロス円は堅調な展開となった。しかし、その後は株価がマイナス圏となったことなどを嫌気して、円

を買い戻す動きも見られ、やや上値の重い展開が続いた。ドルは、雇用関連の経済指標が予想より悪化したことから、序盤主要

通貨に対して売られる場面もあった。 

 

 

 
                                                                    (出所：ブルームバーグ) 
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